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Market Review for last week
　【週刊】　証券レポート
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【先週の株式市場】
先週の東京株式市場は波乱の展開となりました。週明け月曜日、ブッシュ政権
の経済対策骨子発表でも下げ止まらなかった前週金曜日の米国市場動向を受
け、東京市場は大きく下落して始まりました。前週までかなり商いが膨らんでい
たもののさすがにこの日はやや細り、終日右下がりの状況の中５３５円の大幅安
となりました。火曜日、米国市場は祝日で休場だったものの、前日のアジア市場
大幅下落がヨーロッパに飛び火し軒並み７％前後の下げとなったことから世界同
時株安の様相となり、東京市場も７５２円（5.65％）安の大幅続落となりました。水
曜日、米国FRBは定例会合を１週間後に控えて0.75％という大幅な緊急利下げ
を行い、混乱する金融市場に強いメッセージを送りました。米国株式は小幅マイ
ナスで終わったものの、大きく下げていたアジア市場は反発し、東京市場も２５６
円高となりました。木曜日、米国市場は上下に大きく振れましたが結果的に２９８
ドルの大幅高で終了したことから東京市場も終日プラス圏での推移となり、２６３
円の大幅続伸で引けました。週末金曜日、米国市場が小幅続伸となったことか
ら東京市場も寄り付きから上昇し、ほぼ終日右肩上がりの状況で５３６円高の１
３６２９円まで戻して週を終えました。しかし結局週間ベースの日経平均は1.67％
の小幅下落となりました。
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【今週の展開】
先週の株式市場は世界的に大荒れとなりました。ブッシュ政権による景気対策の発表を受けてもニューヨーク市場が下落
で終わったことから景気や株式市場に対する悲観的な見方が更に強まり、週明けのアジア市場やヨーロッパ市場で下げが
加速しました。火曜日にかけては半ばパニック的な状況にまで陥り、月曜日が休場だった為火曜日からのスタートとなった
米国市場の動向が大変懸念されるところでした。そしてまさにその当日、米国FRBが0.75％の緊急利下げに踏み切ったこと
で何とか世界連鎖株安に歯止めが掛かりました。今週は当初から予定されていたFRBの正式会合が２９日から３０日にか
けて開かれます。市場では更に0.25％から0.5％の追加利下げがあると予想されており、その結果が最大の注目点となりま
す。他方、利下げと合わせて急落に歯止めを掛ける一因となった米国の金融保証会社に対する支援策の行方も注目で
す。ニューヨーク市当局は結論に至るには時間がかかると言っていますが、その間に格下げの噂等が流れるとまた市場の
不安定要因になりかねません。

また、重要なマクロ経済指標の発表もあります。特に
週末（日本時間では金曜夜）の雇用統計の結果は、
株式のみならず各金融市場に大きな影響を与える可
能性があります。東京市場においては取り敢えず先
週のザラ場安値、１２５７２円が目先の底値になった
と思われますが、米国を始めとした海外市場の動向
に大きく左右される状況に変わりはなく、ボラティリ
ティーの高い状況が続きそうです。


